
新入学する小中学校が選べます

‥学校選択制②
観光梨園がオープンします　　　　 澆

ごみゼロの街を目指して

‥資源循環型社会構築に向けた提言④
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防
災
行
政
用
無
線
局
の
試
験
放
送
と
し
て
流
し
て
い
る
「
歌
の
町
」
の
放

送
時
間
が
、
9
月
１
日
貅
〜
10
月
31
日
豺
の
間
、
午
後
５
時
に
な
り
ま
す
。

防
災
課
蕁
366
・
7
3
0
9

7
月
23
日
、
千
葉
県
北
西
部
で
地
震
が
あ
り
、
強
い
地
域
で
は
、
震
度

5
弱
を
記
録
し
ま
し
た
。
松
戸
市
は
震
度
4
で
、
幸
い
、
大
き
な
被
害
に

は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私
た
ち
の
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
松
戸
市
総
合
防
災
訓
練
を
8
月
28
日
豸
に
行
い
ま
す
。
東
葛

飾
地
区
の
直
下
に
地
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.2
、
市
内
の
震
度
は
6
弱
）

が
発
生
し
た
と
の
想
定
の
下
、
行
う
も
の
で
す
。

今
年
の
訓
練
は
、
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
・
地
域
防
災
協
力
委
員
の
皆
さ

ん
が
中
心
に
な
り
ま
す
。
市
内
六
カ
所
の
訓
練
会
場
で
は
、
住
民
参
加
の

発
災
対
応
型
訓
練
、
避
難
所
運
営
訓
練
等
を
体
験
で
き
ま
す
。

ま
た
、
水
袋
に
よ
る
消
火
ゲ
ー
ム
等
、
お
子
さ
ん
も
楽
し
く
体
験
で
き

る
内
容
も
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

訓
練
に
参
加
し
、
正
し
い
防
災
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

防
災
課
蕁
366
・
7
3
0
9

市
で
は
、
町
会
・
自
治
会
等
か
ら
推

薦
を
受
け
た
人
を
、
地
域
防
災
リ
ー
ダ

ー（
七
百
七
十
二
人
）に
、
消
防
職
員
・

団
員
で
あ
っ
た
人
を
地
域
防
災
協
力
委

員
（
二
百
四
人
）に
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

災
害
発
生
時
に
地
域
で
の
消
火
活
動

や
被
災
者
の
救
出
・
救
護
活
動
等
が
、

迅
速
か
つ
効
果
的
に
発
揮
で
き
る
こ

と
、
お
よ
び
、
地
域
の
防
災
力
向
上
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
・
協
力
委

員
の
皆
さ
ん
が
、
訓
練
を
主
導
し
ま
す
。

家
屋
の
倒
壊
や
焼
失
な
ど
で
家
を
失

っ
た
と
き
に
、
被
災
者
の
受
け
入
れ
や

収
容
避
難
所
で
生
活
す
る
た
め
の
情
報

提
供
等
を
行
い
ま
す
。
小
学
校
の
訓
練

会
場
で
は
体
育
館
内
で
も
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

①
避
難
者
名
簿
の
作
成
・
提
出

町
会
・
自
治
会
・
管
理
組
合
単
位

で
、
避
難
者
名
簿
を
作
成
し
、
避
難
し

て
い
る
人
や
、
そ
の
人
数
が
わ
か
る
よ

う
に
し
ま
す
。

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
集
等
訓
練

災
害
時
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
訓
練
会

場
に
参
集
し
、情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

③
情
報
コ
ー
ナ
ー

避
難
所
の
開
設
・
運
営
方
法
や
災
害

か
ら
自
分
を
守
る
た
め
に
必
要
な
情
報

を
提
供
し
ま
す
。

④
機
材
展
示
お
よ
び
体
験
コ
ー
ナ
ー

市
で
備
蓄
し
て
い
る
ア
ル
フ
ァ
米
・

ビ
ス
ケ
ッ
ト
・
浄
水
器
・
発
電
機
等
の

展
示
お
よ
び
、
簡
易
ト
イ
レ
（
テ
ク
レ

ッ
ト
）
の
組
み
立
て
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
分
散
備
蓄
倉
庫
設
置
校
（
矢
切
小

学
校
・
柿
ノ
木
台
小
学
校
・
常
盤
平
第

三
小
学
校
）
で
は
、
倉
庫
内
の
見
学
も

出
来
ま
す
。

①
市
役
所
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置

地
域
対
策
本
部
へ
の
後
方
支
援
、
全

体
調
整
お
よ
び
各
機
関
と
の
連
絡
に
あ

た
り
ま
す
。
ま
た
、
消
防
局
指
令
管
制

シ
ス
テ
ム
や
大
規
模
災
害
処
理
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
た
災
害
対
策
本
部
の
運
営

訓
練
を
行
い
ま
す
。

②
地
域
対
策
本
部
を
設
置

今
年
度
は
四
カ
所
に
地
域
対
策
本
部

を
設
置
し
、
各
地
区
か
ら
の
詳
細
な
情

報
収
集
等
を
行
い
、
災
害
に
対
応
し
た

的
確
な
救
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

①
地
元
避
難
場
所
へ
の
避
難
、
集
合

②
避
難
者
名
簿
の
作
成

①
住
民
参
加
に
よ
る
発
災
対
応
型
訓

練
（
全
訓
練
会
場
）

地
震
直
後
の
火
事
で
道
路
等
が
障
害

物
で
ふ
さ
が
れ
、
消
防
車
両
の
到
着
が

遅
れ
て
い
る
と
の
想
定
で
、
住
民
に
よ

る
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
な
ど
の
初
期
消
火
訓

練
や
負
傷
者
救
出
・
搬
送
・
応
急
救
護

訓
練
を
行
い
ま
す
。

②
医
療
救
護
訓
練
（
常
盤
平
第
三
小

学
校
）

地
震
に
よ
り
多
数
の
負
傷
者
が
出
た

と
の
想
定
で
、
地
域
の
医
師
に
よ
る
医

療
救
護
活
動
を
行
い
ま
す
。

③
消
防
局
・
消
防
団
、
防
災
関
係
機

関
に
よ
る
各
種
訓
練
（
消
防
訓
練
セ

ン
タ
ー
）

倒
壊
家
屋
や
被
災
車
両
か
ら
の
負
傷

者
救
出
・
搬
送
、
ま
た
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
寸
断
な
ど
を
想
定
し
、
非
常
電
源

の
確
保
、
非
常
通
信
回
線
等
の
設
置
、

ガ
ス
の
供
給
停
止
・
復
旧
や
広
報
活

動
、
水
道
の
復
旧
や
応
急
給
水
等
を
行

い
ま
す
。

④
炊
き
出
し
等
訓
練
（
全
訓
練
会
場
）

市
で
備
蓄
し
て
い
る
非
常
食
（
ア
ル

フ
ァ
米
）
を
使
っ
た
炊
き
出
し
と
、
ビ

ス
ケ
ッ
ト
の
仕
分
け
を
行
い
ま
す
。

（ ）内は地域対策本部設置場所
①常盤平地区・常盤平団地地区（常盤平支所）
訓練会場常盤平第二小学校、常盤平第三小学校
②矢切地区（矢切支所）
訓練会場柿ノ木台小学校、矢切小学校
③馬橋地区（馬橋東市民センター）
訓練会場消防訓練センター
④新松戸地区（新松戸支所）
訓練会場旭町小学校

防災リーダー・防災協力委員主体による松戸市総合防災訓練を実施

「
歌
の
町
」
の
放
送
時
間
が
変
わ
り
ま
す

8/28豸

災
害
時
に
、
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
の
迅
速
な
初
動
体

制
の
確
立

町
会
、
自
治
会
、
管
理
組
合
等

で
の
災
害
対
応
訓
練

発
災
対
応
訓
練

（
午
前
9
時
40
分
〜
10
時
40
分
）

避
難
所
運
営
訓
練

（
午
前
10
時
40
分
〜
11
時
30
分
）

防災リーダーとして、日ごろから、
地域の変化に目を配り、何かあった
時には、すぐに、市に伝えたり、連
携を図れれば良いと考えています。
また、防災リーダーになり、災害
に対する心構え等を学ぶことができ
て、とても良い経験になっています。
当日の防災訓練には多くの住民が
参加し、一人ひとりの防災意識が高
まることを期待します。

坂本正男さん（八ケ崎新町町会）

バケツリレーの訓練に励む防災リーダーと防災協力委員〔7月30日、消防訓練センター（八ケ崎）で行われた事前訓練〕

地域防災リーダーの声

訓練会場
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児童・生徒
現在の居住地での入学通知書が12月中旬に届きます

学区外就学を希望する 指定校就学を希望する
▼ ▼

申し立ての理由例に該当する 申し立ての理由例に該当しない

教育委員会に届け出る

随時受け付け
学務課で「学区外就学申立書」に記
入。理由を証明できるもの、および印
鑑を持参してください。なお、10月
上旬から入学直前まで、随時受け付け
ますが「入学通知書」が届いている時
は持参してください。

12月中旬に、教育委員会で
受け付けします。「入学通知書」
と共に、「学校選択希望票」を
教育委員会で記入し、提出し
てください。

▼

入学説明会

希望した学校への入学通知書を発送

▼

▼

受け入れ可能数を超えた場合は公開抽選
▼

郵送で結果を通知
▼

当選
▼

▼

▼

抽選に外れた場合
▼

指定校への入学通知書を返送
▼

▼

教育委員会に届け出る

▼ ▼

▼

12月12日豺～19日豺〔予定〕

★
選
択
で
き
る
範
囲

学
区
の
学
校
に
隣
接
程
度
の
学
校

で
、徒
歩
通
学
で
き
る
範
囲
と
し
ま
す
。

★
対
象
者

来
春
、
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る
新

一
年
生
で
、市
内
に
在
住
し
て
い
る
人
。

★
申
し
込
み

左
図
A
参
照

※
学
校
選
択
希
望
票
に
よ
る
受
け
入
れ

の
場
合
、
各
学
校
の
施
設
等
の
環
境

に
よ
り
、
受
け
入
れ
可
能
数
を
決
め

ま
す
。
希
望
者
数
が
可
能
数
を
超
え

た
場
合
は
、
公
開
抽
選
と
し
ま
す
。

※
学
区
外
の
学
校
を
希
望
し
な
い
場
合

は
、届
け
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
学
区
外
就
学
申
し
立
て
に
つ
い
て

指
定
学
区
の
学
校
に
就
学
す
る
こ
と

が
、
以
下
の
理
由
に
よ
り
困
難
な
場
合

は
、
学
区
外
就
学
の
申
し
立
て
が
で
き

ま
す
。

申
し
立
て
の
理
由

○
学
区
外
に
転
居
が
決
ま
っ
て
い
る
○

保
護
者
が
働
い
て
い
る
た
め
に
学
童
保

育
所
や
親
戚
等
に
預
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
○
昼
間
、
保
護
者
が
不
在
の
た
め

に
保
護
者
の
職
場
に
帰
宅
さ
せ
な
け
れ

学校選択制は、保護者やお子さんが理由
を問わず入学したい学校を選べる制度です。
学校選択制を実施していても、通学区域

（学区）はなくなりません。学区の学校への
入学を希望する場合には、学校選択の手続
きなしで入学することができます。
教育委員会学務課蕁366─7457

 
学校選択制

一度、仕事を中断してしまうと「再就職したい」という気持ち
があっても、なかなか一歩が踏み出しにくいものです。働く前の
ウォ―ミングアップのつもりで講座に参加し、働きたい気持ちを
高めてみませんか。

期日 時間 内容
自分
探し

9/  9貊

午
前
10
時
〜
正
午

オリエンテーション　働くってどんなこと？
16貊 仕事につくための課題と解決策を探そう！

ス
キ
ル
ア
ッ
プ

10/7貊
コミュニケーション力をつけよう（1）コミュ
ニケーションの基本とは？

14貊
コミュニケーション力をつけよう（2）話し上
手と聞き上手とは？

21貊 書く力をつけよう　文章表現の基本とは？
28貊 考える力をつけよう（1）論理的な思考とは？
11/4貊 考える力をつけよう（2）、まとめ

就職
準備

11/18貊 求人情報や会社の見分け方を知ろう
12/2貊 応募書類の書き方のポイントを知ろう
16貊 面接の受け方のポイントを知ろう

会場女性センターゆうまつど　講師中級産業カウンセラー・栗原
知女氏　対象働きたいと考えている女性　定員先着20人　費用無料
※一時保育あり（先着4人、1歳10ケ月以上、おやつ代1回200円）
電話で女性センター蕁364─8778へ

介護保険料助成金制度
介護保険料の所得段階が第1および
第2段階の人で、属する世帯の収入額
が生活保護基準の1.2倍以内の人を対
象に、納めた介護保険料の2分の1に
相当する額が助成されます。
助成期間助成金の申請をした月か
らその年度の3月まで

10月は、介護保険料額更新の月です。これに伴い、
9月上旬に、介護保険料額決定通知書兼特別徴収開始通
知書を送付します。
対象①65歳以上で介護保険を特別徴収（年金天引）
で納めている人②65歳以上で、現在、普通徴収で納め
ていて、10月から特別徴収に変更となる人
※特別徴収に変更となる人とは、平成16年度中に市内
に転入した人や、昨年、65歳になった人で老齢基礎
年金等を受給している人です。

市では、障害者の雇用促進と安定
のため、障害者を雇用する事業主に
対して、雇用促進奨励金を一定の要
件で交付します。
要件①市内の事業所であること②
ハローワーク松戸の紹介により雇用
していること③特定求職者雇用開発
助成金の受給資格決定を受けている
こと　奨励金額障害者1人につき月
額賃金の30㌫（上限20,000円）
交付期間雇い入れ後1年（重度障害
者の場合は1年6カ月）経過した日
から1年間。ただし、期間中退職し
たときは、その前月（退職した日が、
16日以降の場合はその月）まで
申請期間9月16日貊～30日貊
※申請書類は商工観光課窓口にあり
ます。
商工観光課労政係蕁366─7327

介護支援課蕁366─7370

介護保険料額決定通知書兼特別徴収開始通知書について

働きたい女性の講座

と
び
ひ
（
伝
染
性
膿
痂
疹
）
と
は

と
び
ひ
は
、
細
菌
の
感
染
に
よ
り

生
じ
る
皮
膚
病
で
す
。
黄
色
ブ
ド
ウ

球
菌
に
よ
り
生
じ
る
水
泡
性
膿
痂
疹

と
、
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌
に
よ
り
生

じ
る
痂
皮
性
膿
痂
疹
が
あ
り
ま
す
。

水
泡
性
膿
痂
疹
は
、
痂
皮
性
膿
痂
疹

に
比
べ
る
と
圧
倒
的
に
多
く
み
ら
れ

ま
す
。

水
泡
性
膿
痂
疹
は
、
高
温
多
湿
の

夏
季
に
、
幼
児
や
小
児
に
生
じ
ま
す
。

虫
刺
さ
れ
や
湿
疹
、
あ
せ
も
な
ど
の

ひ
っ
か
き
傷
や
、
転
ん
だ
際
の
す
り

傷
な
ど
に
細
菌
が
感
染
し
て
引
き
起

こ
さ
れ
ま
す
。
水
ぶ
く
れ
が
で
き
て
、

か
き
壊
し
な
ど
を
す
る
と
水
ぶ
く
れ

が
は
じ
け
、
浸
出
液
の
中
の
細
菌
が

飛
び
散
り
、
体
の
他
の
場
所
に
も

次
々
と
広
が
っ
て
行
き
ま
す
。
破
れ

た
水
ぶ
く
れ
は
皮
膚
の
た
だ
れ
と
な

り
ま
す
。

最
近
で
は
、
冬
に
も
発
症
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
背
景
に

は
、
近
年
の
暖
冬
化
傾
向
や
、
冬
で

も
室
内
の
暖
房
が
行
き
届
い
て
い
て

室
温
が
下
が
ら
な
い
な
ど
、
細
菌
の

生
育
環
境
の
変
化
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
メ
チ
シ
リ
ン

耐
性
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
（
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
）

に
よ
る
も
の
も
増
加
し
、
治
療
が
難

か
し
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

痂
皮
性
膿
痂
疹
は
、
季
節
や
年
齢

に
関
係
な
く
、
大
人
も
罹
患
し
ま
す
。

最
初
、
小
さ
い
水
ぶ
く
れ
（
周
り
が

赤
い
）
が
で
き
て
、
次
第
に
大
き
く

な
る
に
つ
れ
て
、
膿
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
が
、
破
れ
て
皮
膚

の
た
だ
れ
と
な
り
、
そ
の
上
に
厚
い

か
さ
ぶ
た
を
生
じ
ま
す
。
病
変
部
の

近
く
の
リ
ン
パ
節
が
腫
れ
た
り
、
リ

ン
パ
管
炎
を
合
併
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
時
に
、
治
癒
後
に
腎
炎
を
合

併
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

と
び
ひ
の
対
処
法

体
を
清
潔
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
汗
を
か
い
た
ら
、
こ
ま
め
に
シ

ャ
ワ
ー
を
浴
び
、
十
分
に
汗
を
落
と

し
ま
し
ょ
う
。
患
部
は
、
石
け
ん
を

使
用
し
、
泡
で
そ
っ
と
洗
い
、
そ
の

後
十
分
に
お
湯
を
か
け
、
洗
い
流
し

ま
す
。
お
湯
は
ぬ
る
め
に
す
る
と
、

病
変
部
の
痛
み
が
少
な
く
て
す
み
ま

す
。
そ
の
後
、
軟
膏
を
塗
り
、
上
か

ら
ガ
ー
ゼ
を
当
て
ま
す
。

と
び
ひ
は
他
人
に
も
う
つ
る
た
め
、

皮
膚
の
た
だ
れ
が
乾
く
ま
で
、
幼
稚

園
や
プ
ー
ル
は
休
み
ま
し
ょ
う
。

兄
弟
の
間
の
感
染
も
多
い
た
め
、

タ
オ
ル
を
共
有
す
る
こ
と
や
、
く
っ

つ
い
て
遊
ぶ
よ
う
な
こ
と
は
、
避
け

ま
し
ょ
う
。

（
松
戸
市
医
師
会
）

あ
な
た
の
健
康

と
び
ひ
（
伝
染
性
膿
痂
疹
）
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ば
な
ら
な
い
○
病
気
等
に
よ
り
指
定
学

区
の
学
校
へ
の
通
学
が
難
し
い
○
兄
姉

と
一
緒
に
通
学
さ
せ
た
い
○
平
成
17
年

３
月
末
で
統
合
と
な
っ
た
旧
根
木
内
東

小
学
校
、
旧
新
松
戸
北
小
学
校
、
旧
古

ケ
崎
南
小
学
校
の
学
区
に
居
住
し
て
い

る
が
、
指
定
校
以
外
の
小
学
校
へ
の
入

学
を
希
望
し
て
い
る

※
統
合
と
な
っ
た
三
校
の
学
区
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
そ
の
他

○
就
学
相
談
等
に
つ
い
て
は
、
教
育
研

究
所
（
蕁
366
・
7
4
6
1
）
で
受
け
付

け
ま
す
。
○
市
外
か
ら
の
転
入
の
新
入

生
に
つ
い
て
は
、
学
務
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

障害者雇用促進奨励金制度 平
成
17
年
度
中
に
満
七
十
七
歳
、
満

八
十
八
歳
、
満
九
十
九
歳
ま
た
は
百
歳

以
上
に
な
る
人
に
敬
老
祝
金
を
お
贈
り

し
ま
す
。

贈
呈
金
額
一
律
一
万
円
　
対
象
平
成

17
年
9
月
1
日
現
在
、市
内
に
居
住
し
、

住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
を
し
て

い
る
人
　

※
平
成
17
年
8
月
31
日
ま
で
に
、
転
出
　

お
よ
び
死
亡
の
人
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

★
満
七
十
七
歳
（
喜
寿
）
昭
和
3
年
4

月
2
日
〜
昭
和
4
年
4
月
1
日
生
ま
れ

★
満
八
十
八
歳
（
米
寿
）
大
正
6
年
4

月
2
日
〜
大
正
7
年
4
月
1
日
生
ま
れ

★
満
九
十
九
歳
（
白
寿
）
明
治
39
年
4

月
2
日
〜
明
治
40
年
4
月
1
日
生
ま
れ

★
満
百
歳
以
上
の
人

明
治
39
年
4
月

1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

お
渡
し
方
法
9
月
16
日
貊
に
指
定
口

座
に
振
り
込
み
ま
す
。
な
お
、
該
当
す

る
人
へ
は
通
知
し
て
い
ま
す
が
、
届
い

て
い
な
い
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
銀
行
口
座
の
な
い
人
に
は
、
後
日
、

通
知
し
ま
す
（
高
齢
者
福
祉
課
窓
口

に
て
お
渡
し
し
ま
す
）。

※
4
月
以
降
、
8
月
31
日
ま
で
の
転
入

者
に
つ
い
て
は
、
後
日
通
知
を
し
ま

す
。
振
り
込
み
に
つ
い
て
は
、
振
込
　

予
定
日
よ
り
遅
れ
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

高
齢
者
福
祉
課
蕁
366
・
7
3
4
6

従
業
員
に
と
っ
て
「
退
職
金
」
は
、
退
職
後
の
生
活
を
支
え
て
い
く
た
め

の
大
き
な
柱
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
退
職
金
制
度
が
あ
る
こ
と

は
、
企
業
に
と
っ
て
、
優
秀
な
人
材
の
確
保
や
、
従
業
員
の
労
働
意
欲
を
高

め
る
た
め
に
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

こ
の
た
め
市
で
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済
・
特
定
退
職
金
共
済
に
加
入

し
て
い
る
事
業
主
に
対
し
て
、
共
済
掛
金
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

申
請
受
付
期
間
8
月
15
日
豺
〜
9
月
12
日
豺

商
工
観
光
課
労
政
係
蕁
366
・
7
3
2
7

松
戸
市
退
職
金
共
済
掛
金
助
成
制
度
に
つ
い
て

Ａ

か
ひ
せ
い

り
か
ん

ち
ゆ

な
ん
こ
う

の
う
か
し
ん



10月1日貍・2
日豸各午前11時～
午後6時　会場松
戸駅西口地下駐車
場内　内容くるま
自慢の皆さんの愛
車を展示　参加資
格1975年までに製造された国産車または輸入
車で、自分で会場まで持ち込める人　募集台数
約45台　費用2,000円（当日会場で徴収）
9月8日貅〔必着〕までに、参加車両の車検

証の写しと車両の写真を同封の上、住所・氏
名・電話番号（日中に必ず連絡のとれるところ）
を記入して、〒271─0081松戸市二十世紀が丘
美野里町228 まつどクラシックカーフェステ
ィバル事務局（吉岡建設工業内）・吉岡光夫
（蕁090─3497─5439）へ
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午前＝午前9時30分～午後0時30分　午後＝午後1時30分～4
時30分　土曜＝午前9時30分～午後4時30分　マンション管理
士・管理業務主任者受験講座＝午後6時30分～9時　
※（ ）内は当会員事業所または団体会員メンバーの料金です。
8月20日貍午前9時から受講料を添えて、直接松戸職業訓練セ

ンターへ

定員20人　費用無料
8月25日貅午前9時から、窓口また

は電話で、松戸地域職業訓練センター
へ
※受付開始時間に定員を超えた場合　
は、窓口が優先となります。

※各コースとも受付開始時間に定員を超えた
場合はその場で抽選
※受付当日は、車での来所はご遠慮ください。
松戸地域職業訓練センター（小金原1の19

の3）蕁349－3200
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市内4地区にある観光梨園が8月中旬から、
オープンします。入園料は無料です。
梨園の案内パンフレット（クーポン券付き）
を、JA松戸各支店および商工観光課に用意し
ています。ぜひ、ご利用ください。
商工観光課観光係蕁366－7327

松戸市観光協会ホームページ梨園情報
http://www.intership.ne.jp/̃m.kankou/

松戸駅西口から京成バス「市立
東松戸病院行き」で、東部スポー
ツパークから終点までの各停留
所下車、または「梨香台団地行き」
で終点下車。JR武蔵野線・北総
線東松戸駅または秋山駅下車
○治園蕁392ー6471、治園蕁391

ー8077、高松園蕁392ー9131、高
友園蕁392ー9147

新京成電鉄くぬ
ぎ山駅下車、また
は北総線大町駅下
車
三浦園蕁387ー

3097

新京成電鉄常
盤平・五香・元
山の各駅下車。
五香駅からは新
京成バス「小新
山行き」で金ケ
作入口下車のバ
ス便あり
時田園蕁387

ー1637、さいと
う農園蕁387ー
4561

東武野田線六実
駅下車
川上梨園蕁389

ー9563、野口農園
蕁387ー6639

串崎地区

五香・
金ケ作地区案内図※時期は気象条件により多少前後することが

あります。

梨の品種と時期

六実地区

高塚地区

「1日1円の保険｣でおなじみの交通傷害保険の受
け付けが9月1日貅から始まります。家族そろって
加入しましょう。
加入できる人市内在住で、住民登録または外国人
登録をしている人、市内事業所に勤務している人
保険料1人1口に限り、年額360円（中途加入は月額
30円） 保険期間10月1日貍～平成18年9月30日
貍まで　対象となる事故自動車・オートバイ・自転
車・電車等に関連した事故で、国内で発生した事故
（航空機・船舶事故は除く） 申込方法保険料と印
鑑を持って生活安全課・市民課・各支所または出張
受付会場（下表）へ
生活安全課交通安全係蕁366－7341

会場松戸中央公園（松戸駅東口） 内容バザー
ル＝商店などの目玉商品、市民の趣味や発想から
生まれた作品　ブース2.5m×1.5m 対象市内の
事業者・市民または団体　費用いずれも5,000円
※昨年の会場と異なりますので、ご注意ください。
※代理申し込みおよび複数申し込みはできません
（応募者多数の場合は抽選）。
※出店者本人であることを確認できる書類（免許
証等）を持参してください。
※9月1日貅に出店申し込み者への説明会を、商工
会議所で行ないます。必ず出席してください。
8月25日貅・26日貊午前9時30分～午後4時30

分に、直接商工会議所（蕁364─3111）へ

松戸まつりにおいて、イベントを募集します。
松戸まつり実行委員会事務局蕁364─3111

まつどクラシックカーフェスティバル
参加者を募集

松戸まつり素人のど自慢大会地区予選会

１日１円

出張受付会場一覧表
期日 時　間 会　場

9/2貊 午後1時30分～3時30分 稔台市民センター

5豺 午前10時～午後2時 松戸市立病院

6貂 午後1時30分～3時30分 あさひ幼稚園・五香
公会堂

7貉 午後1時30分～3時30分 大金平消防署・小金
北市民センター

8貅 午後1時30分～3時30分 八ケ崎会館

9貊 午後1時30分～3時30分 小山集会所

12豺 午後1時30分～3時30分 古ケ崎市民センター

13貂 午後1時30分～3時30分 稔台市民センター

14貉 午後1時30分～3時30分 八柱市民センター

15貅 午前10時～正午 福祉医療センター東
松戸病院

16貊 午後1時30分～3時30分 馬橋市民センター・
馬橋東市民センター

20貂 午後1時30分～3時30分 みどり幼稚園・明市
民センター

21貉 午後1時30分～3時30分 女性センター

22貅 午前10時～午後2時 市立病院

26豺 午後1時30分～3時30分 矢切幼稚園

27貂 午後1時30分～3時30分 古ケ崎市民センター

松戸まつりの出店者を募集

松戸まつりのイベントを募集

今年は、10/1貍・2豸　各午前11時～午後7時に開催

地区 日　時 会　場 問い合わせ

歌謡

本庁 9/18豸午後1
時から 商工会館 岩田蕁364─6657

八柱 9/18豸正午か
ら

イトーヨーカ堂八
柱店 板橋蕁388─1334

小金 9/18豸午後1
時から

小金原中央商店街
（振）内特設会場 遠藤蕁341─4592

栄町 9/18豸午後1
時から

古ケ崎市民センタ
ー 光岡蕁363─6326

常盤平 9/18豸正午から
常盤平市民センタ
ー

シブヤ楽器・丹羽蕁387
─1566

馬橋 9/18豸午後1
時から 王子神社内集会所 岡沢蕁341─2600

矢切 9/19豢午後1
時30分から 矢切公民館 町山蕁362─6607

民謡 市内全域
9/18豸午前
10時から

常盤平市民センタ
ー

シブヤ楽器・丹羽蕁387
─1566

対象市内在住・在勤の人（複数地区の参加不可） 費用無料
※決勝大会は、10月2日豸松戸まつり会場で行います。
各地区の問い合わせ先へ

松戸地域職業訓練センター講座
講座名 日　時 定員 費用

初めてのWindows 9/6貂・7貉・8貅・9貊午後 10人 12,000円
（10,000円）

Wordを使った文書作成
講座 9/13貂・14貉・15貅・16貊午前 10人 12,000円

（10,000円）
Excelを使った表計算講
座Ⅰ 9/21貉・22貅午前と午後 10人 12,000円

（10,000円）
Excelを使った表計算講
座Ⅱ 9/6貂・7貉・8貅・9貊午前 10人 12,000円

（10,000円）
Excel活用講座（Excel経
験者対象） 9/3貍・10貍土曜 10人 12,000円

（10,000円）

Access基礎講座 9/13貂・14貉・15貅・16貊午後 10人 12,000円
（10,000円）

Power Point基礎講座 9/27貂・28貉・29貅・30貊午後 10人 12,000円
（10,000円）

インターネット講座 9/1貅・2貊午後 10人 6,000円

パソコンを使ってみよう 9/27貂・28貉午前 6人 7,000円
マンション管理士・管理
業務主任者受験講座

9/12豺～11/18貊毎週月・水・
金曜（9/19・23、10/10は休み）20人

45,000円
（35,000円）

品種 時期 標準価格（1kg）
幸水 8月中旬～

630円
（消費税込み）

豊水
8月下旬～9月下旬菊水

二十世紀
新星

9月中旬～10月中旬新高
新興

年額360円
で交通事故を補償

期日
曜日 利用時間

9月 10月
3日 月

午後6時～9時
27日 25日 火
21日 12日 水
15日 20日 木
2日 金
10日
17日

1日
8日 土 午前9時30

分～午後0
時30分11日 9日 日

独立行政法人雇用・能力開発機構
千葉センター受託事業
IT学習支援コース
（パソコンを利用しての自主学習）

も
ぎ
た
て
の
梨
を
ど
う
ぞ

午後1時30
分～4時30
分

自慢の愛車がずらり

8月中旬
～10月中旬

9月1日貅から
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市内の、昨年度の大気環境測定結
果をお知らせします。
二酸化硫黄・二酸化窒素・浮遊粒
子状物質および一酸化炭素は、全て
の局で環境基準を達成しました。
光化学オキシダントは、環境基準
非達成で、東葛地域の光化学スモッ
グ注意報発令は17日間でしたが、健
康被害の発生はありませんでした。
また、有害大気汚染物質のベンゼ
ン、トリクロロエチレン、テトラク
ロロエチレンおよびジクロロメタン
は、全ての局で環境基準を達成しま
した。
環境保全課蕁366─7337

平成16年度大気環境測定結果

大気汚染物質の発生は、主に工場や事
業所、物の燃焼や自動車等によります。
自動車の不要なアイドリングや空ぶか
し・急発進・急加速はやめましょう。
家庭ごみの焼却はできませんので、市
の収集に出すようお願いします。

環境基準（環境上の条件）

二酸化窒素
1時間値の1日平均値が0.04ppmから0.06
ppmまでのゾーン内またはそれ以下であ
ること

浮遊粒子状
物質

1時間値の1日平均値が0.10㎎／裙以下
であり、かつ、１時間値が0.20㎎／裙以
下であること

ベンゼン 年平均値が3.0裹／裙以下であること

遺
児
手
当
８
月
期
分（
4
〜
7
月
分
）

を
8
月
10
日
貉
以
降
に
受
給
者
の
指
定

口
座
に
振
り
込
み
ま
し
た
。

支
給
額
（
児
童
一
人
に
つ
き
）
両
親

の
一
方
と
死
別
＝
月
額
五
千
五
百
円
、

両
親
と
死
別
＝
一
万
五
百
円
、（
8
月
･

12
月
･
4
月
の
年
三
回
支
給
）

新
た
に
手
当
の
支
給
を
希
望
す
る
人
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
市
内
に
居
住
し
、
父
母
の
一
方

ま
た
は
両
親
と
死
別
し
た
児
童
（
中
学

校
卒
業
ま
で
〉
を
扶
養
し
て
い
る
人

申
請
に
必
要
な
も
の
①
認
印
②
一
カ
月

以
内
に
発
行
さ
れ
た
世
帯
全
員
の
住
民

票（
本
籍
等
す
べ
て
記
載
さ
れ
た
も
の
）

ま
た
は
外
国
人
登
録
原
票
記
載
事
項
証

明
書
③
一
カ
月
以
内
に
発
行
さ
れ
た
申

請
者
と
遺
児
記
載
の
戸
籍
謄
本
④
平
成

17
年
度
の
申
請
者
の
所
得
証
明
書
（
平

成
17
年
１
月
１
日
現
在
居
住
の
市
区
町

村
役
場
発
行
の
も
の
）
⑤
申
請
者
名
義

の
預
金
通
帳
（
郵
便
局
を
除
く
）
の
表

紙
の
コ
ピ
ー
　
受
付
期
間
随
時
（
申
請

の
翌
月
か
ら
支
給
）

※
所
得
制
限
で
手
当
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
現
在
受
給
中
の
人
は
こ
の
手
続
き
は

不
要
で
す
。

児
童
福
祉
課
給
付
担
当
室
蕁
366
・
３

１
２
７

遺
児
手
当
８
月
期
分
を
支
給
し
ま
す

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
昭
和
53
年
か
ら
ご
み
の
資
源
化
に
取

り
組
み
、
平
成
3
年
に
は
集
団
回
収
の
支
援
、
平
成
13
年
か
ら
は
容
器
包
装
リ
サ

イ
ク
ル
法
の
実
施
に
よ
り
、
資
源
化
対
象
物
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

現
在
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
在
の
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
型
の
社
会
経
済
活
動
で

は
、
ご
み
量
の
増
加
と
ご
み
処
理
経
費
の
増
加
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
天

然
資
源
の
枯
渇
や
地
球
規
模
の
環
境
破
壊
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
物
の
生
産
か
ら
廃
棄
物
の
処

理
ま
で
の
各
段
階
で
環
境
に
与
え
る
影
響
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
再
使
用
・
再

利
用
に
よ
り
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
、
資
源
循
環
を
基
調
と
す
る
社
会
に
転
換

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
市
は
、
学
識
経
験
者
、
市
民
団
体
代
表
、
公
募
市
民
、
産
業
関
係
者（
工

業
・
商
業
）、
清
掃
関
係
者
か
ら
な
る
資
源
循
環
型
社
会
構
築
検
討
委
員
会
を
平
成

16
年
6
月
25
日
に
設
置
し
、
ご
み
処
理
体
制
（
発
生
抑
制
・
資
源
化
・
収
集
・
中

間
処
理
・
最
終
処
分
）
や
ご
み
処
理
費
用
負
担
の
あ
り
方
、
社
会
基
盤
の
整
備
な

ど
幅
広
い
側
面
か
ら
、「
資
源
循
環
型
社
会
」
の
構
築
に
向
け
た
基
本
的
な
方
向

性
に
つ
い
て
慎
重
な
議
論
を
重
ね
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
度
、
検
討
委
員
会

か
ら
提
言
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
提
言
を
尊
重
し
、
さ
ら
に
循
環
型
社
会
構
築
に
向
け
た
検
討
を

行
い
、
今
後
の
ご
み
処
理
基
本
計
画
（
※
1
）
に
反
映
す
る
予
定
で
す
。

環
境
計
画
課
蕁
366
・
７
３
３
１

①
発
生
抑
制
と
再
使
用
の
優
先
的
な
取

り
組
み

ご
み
の
減
量
・
適
正
処
理
に
は
、
３

R
〔
リ
デ
ュ
ー
ス
（
発
生
抑
制
）
・
リ

ユ
ー
ス
（
再
使
用
）
・
リ
サ
イ
ク
ル（
再

生
利
用
）〕
対
策
が
重
要
で
、
生
産
・
流

通
・
消
費
・
廃
棄
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面

で
の
対
応
が
必
要
で
す
。
市
民
・
企
業

・
行
政
は
、
共
通
の
認
識
に
立
ち
、
そ

れ
ぞ
れ
が
取
り
組
む
べ
き
役
割
を
果
た

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、「
出
さ
れ
た
ご
み
を
適
正
に

処
理
す
る
」
と
い
う
対
応
で
は
も
は
や

限
界
で
あ
り
、
物
の
製
造
段
階
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
た
対
策
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、「
排
出
者
責
任
（
※

2
）」
と
「
拡
大
生
産
者
責
任
（
※
3
）」

と
い
う
考
え
方
を
市
民
や
企
業
の
責
務

と
し
て
浸
透
さ
せ
、
実
践
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
具
体
的

な
施
策
を
通
じ
て
、
そ
の
責
務
の
徹
底

を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

②
資
源
化
の
一
層
の
推
進

市
の
資
源
ご
み
収
集
や
地
域
の
集
団

回
収
活
動
等
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
市

民
が
参
加
し
成
果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

市
は
、
市
民
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー

ズ
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
多
様
な
リ

サ
イ
ク
ル
手
法
が
実
践
で
き
る
よ
う
、

市
民
（
N
P
O
等
を
含
む
）
・
企
業
・

行
政
が
連
携
し
、
目
標
達
成
に
向
け
た

協
働
的
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
ま
す
。

③
ご
み
処
理
体
制
の
見
直
し

市
民
・
企
業
・
行
政
等
が
協
働
し
問

題
解
決
に
当
た
る
こ
と
で
、
処
理
体
制

を
大
き
く
変
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

行
政
は
こ
れ
ま
で
廃
棄
物
処
理
法
上

の
処
理
責
任
か
ら
、
分
別
収
集
な
ど
を

基
本
に
ご
み
処
理
に
努
め
て
き
ま
し
た

が
、
市
民
活
動
等
の
果
た
す
役
割
の
重

要
性
を
認
識
し
、
多
様
な
仕
組
み
が
地

域
で
自
発
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
市

民
や
企
業
（
事
業
所
・
処
理
業
者
等
）

を
支
援
す
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
ま
す
。

④
ご
み
処
理
費
用
の
適
正
な
負
担

現
状
の
ご
み
処
理
は
税
に
よ
り
賄
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
ご
み
減
量
化
に
努
力

し
て
い
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
で
は
、

ご
み
排
出
量
に
著
し
い
差
が
見
ら
れ
ま

す
。
そ
の
結
果
、
排
出
量
に
見
合
う
ご

み
処
理
費
用
の
負
担
で
あ
る
と
は
言
い

難
く
、
適
正
に
評
価
さ
れ
る
仕
組
み
が

必
要
で
す
。
排
出
量
に
応
じ
て
ご
み
処

理
費
用
の
負
担
を
行
う
こ
と
で
、
ご
み

減
量
努
力
が
報
わ
れ
る
よ
う
に
、
ご
み

処
理
費
用
の
負
担
の
適
正
化
を
図
る
べ

き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
減
量
行
動
が
促
さ
れ
る

よ
う
な
経
済
的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
シ

ス
テ
ム
（
誘
導
策
）
の
導
入
（
家
庭
ご

み
の
有
料
化
な
ど
）
が
不
可
欠
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

市
が
目
指
す
資
源
循
環
型
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
将
来
の
方
向
性
に

つ
い
て
市
民
・
企
業
・
行
政
と
が
共
通

の
目
標
を
設
定
し
、
そ
れ
を
多
く
の
人

に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

特
に
次
の
二
つ
の
方
針
に
基
づ
き
取
り

組
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

①
市
民
の
発
意
と
協
働
を
基
本
と
し
て
、

市
民
・
企
業
・
行
政
等
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
で
、
目
標
を
実
現
し
て
い
く
こ

と
。

②
ご
み
を
出
す
市
民
や
企
業
等
が
責
任

と
役
割
を
自
覚
し
て
、
ま
た
自
ら
率
先

し
て
行
動
す
る
よ
う
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
シ
ス
テ
ム
（
誘
導
策
）
が
組
み
込
ま

れ
た
、
新
し
い
社
会
シ
ス
テ
ム
の
整
備

を
行
う
こ
と
。

○
期
待
で
き
る
成
果

最
終
処
分
場
の
他
市
町
村
へ
の
依

存
度
合
い
や
処
理
経
費
の
高
騰
を
抑

え
、
ご
み
の
発
生
抑
制
や
リ
サ
イ
ク

ル
等
に
努
力
し
て
い
る
人
の
不
公
平

感
を
解
消
し
、
そ
の
結
果
、
将
来
の

ご
み
排
出
量
と
処
理
経
費
を
大
幅
に

削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

目標を達成するための方法
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
し
、

ご
み
の
排
出
を
可
能
な
限
り
少
な

く
す
る
た
め
、
市
民
・
企
業
・
行

政
が
責
任
を
持
っ
て
各
々
の
役
割

を
果
た
す
社
会

ごみ発生抑制

処理体制
の見直し

費用負担
の適正化

達成目標

※
1
ご
み
処
理
基
本
計
画

ご
み
処
理
基
本
計
画
は
、
廃
棄
物

の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関
す
る
法
律

第
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
市
で
発
生

す
る
一
般
廃
棄
物
の
処
理
に
関
す
る

基
本
方
針
を
、
長
期
的
な
視
点
に
立

っ
て
策
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
お
お

む
ね
五
年
ご
と
に
見
直
す
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
で
は
、
平
成
14
年
度
に

策
定
し
た
松
戸
市
ご
み
処
理
基
本
計

画
に
基
づ
き
、
ご
み
の
発
生
抑
制
や

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
な
ど
に
よ
り
、
市

民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

※
2
排
出
者
責
任

ご
み
を
排
出
す
る
人
が
、
そ
の
適

正
処
理
に
も
責
任
を
負
う
べ
き
と
の

考
え
方
で
、
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル

対
策
の
基
本
的
原
則
の
一
つ
。

具
体
的
に
は
、
廃
棄
物
を
出
す
際

に
分
別
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

※
3
拡
大
生
産
者
責
任

生
産
者
が
、
そ
の
生
産
物
が
使
用

さ
れ
廃
棄
さ
れ
た
後
も
、
製
品
の
適

切
な
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
や
処

分
に
一
定
の
責
任
を
負
う
と
い
う
考

え
方
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
生
産
者

が
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い
製
品
や
、

廃
棄
処
理
し
や
す
い
製
品
の
開
発
・

生
産
が
進
む
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

※
こ
の
提
言
の
全
文
は
、
行
政
資
料
セ

ン
タ
ー
、
お
よ
び
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
ア
ド
レ
ス
は
1
ペ
ー
ジ
の
右
上

を
参
照
）で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

基
本
的
な
方
針

市
が
達
成
す
べ
き
目
標

ご
み
処
理
シ
ス
テ
ム
の
各
段
階
に

お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

項目

測定局名

二酸化窒素
〔98％値〕
（ppm）

適
否

浮遊粒子状物質
〔2％除外値〕
（㎎／裙）

適
否

ベンゼン
〔年平均値〕
（裹／裙）

適
否

一般環境
局

根本 0.046 ○ 0.064 ○ 1.8 ○

五香 0.046 ○ 0.078 ○ 1.6 ○

二ツ木 0.045 ○ 0.071 ○ 1.7 ○

自動車排
ガス局

上本郷 0.056 ○ 0.060 ○ 2.9 ○

コンポストを使って、生ゴミを肥料に

市民のリサイクル活動（集団回収）
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虔
野
鳥
観
察
会
（
谷
津
干
潟
）

9
月
4
日
豸
午
前
8
時
松
戸
駅
東
口

デ
ッ
キ
上
集
合
（
午
後
0
時
30
分
ご
ろ

現
地
解
散
、
雨
天
中
止
）

会
場
谷
津

干
潟
（
習
志
野
市
）

内
容
干
潟
の
水

鳥
の
観
察
　
持
ち
物
筆
記
用
具
・
観
察

用
具
等
　
費
用
無
料
（
交
通
費
実
費
）

譛
み
ど
り
と
花
の
基
金
蕁
345
・
９
８

４
６

虔
水
辺
の
生
物
調
査

8
月
24
日
貉
午
前
9
時
新
松
戸
駅
前

交
番
脇
集
合
（
午
後
3
時
解
散
、
雨
天

の
場
合
は
26
日
貊
）

内
容
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
ふ
れ
あ
い
松
戸
川
等
を
回
り
な

が
ら
、
川
の
中
の
魚
類
や
昆
虫
を
捕
獲

し
、
そ
の
種
類
か
ら
水
環
境
の
評
価
を

行
う
　
対
象
小
学
三
年
生
以
上
（
保
護

者
同
伴
の
場
合
は
二
年
生
以
下
も
可
）

持
ち
物
弁
当
・
水
筒
・
筆
記
用
具
　
定

員
先
着
二
十
人
　
費
用
無
料

※
汚
れ
て
も
い
い
服
装
で

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
川
い
い
会

・
阿
部
蕁
薨
343
・
５
４
６
３
へ

虔
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト

8
月
17
日
貉
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

会
場
市
民
劇
場
　
内
容
北
原
白
秋
・
野

口
雨
情
・
西
條
八
十
の
童
謡
と
日
本
の

抒
情
名
歌
を
独
唱
・
フ
ル
ー
ト
・
チ
ェ

ロ
等
で
演
奏
　
費
用
千
円
、
小
学
生
は

無
料松

戸
童
謡
の
会
・
鈴
木
蕁
343
・
６
６

３
１

虔
子
育
て
お
し
ゃ
べ
り
広
場

9
月
1
日
貅
午
前
10
時
〜
11
時
15
分

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど
　
内

容
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員

の
進
行
で
、
子
ど
も
を
遊
ば
せ
な
が
ら

子
育
て
の
こ
と
等
に
つ
い
て
お
し
ゃ
べ

り
す
る
　
定
員
先
着
親
子
十
組
　
費
用

無
料

※
終
了
後
、
個
別
相
談
あ
り

電
話
で
女
性
セ
ン
タ
ー
蕁
364
・
８
７

７
８
へ

虔
子
ど
も
の
素
質
を
み
つ
け
よ
う

8
月
26
日
貊
午
後
1
時
〜
3
時
　
会

場
聖
徳
大
学
生
涯
学
習
社
会
貢
献
セ
ン

タ
ー
　
内
容
十
三
歳
の
画
家
・
屋
嘉
比

ひ
ろ
し
君
の
展
示
会
、
子
ど
も
ま
つ
り

定
員
先
着
百
三
十
人

費
用
無
料

※
一
時
保
育
あ
り
（
要
予
約
、
二
歳
児

以
上
、
保
険
料
二
百
円
）

8
月
22
日
豺
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
ハ

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

入
し
て
、
〒
271
―
０
０
９
２
松
戸
市
松

戸
一
一
六
九
　
聖
徳
大
学
生
涯
学
習
研

究
所
（
蕁
365
・
５
６
９
１
）
へ

虔
子
育
て
サ
ロ
ン
「
こ
の
指
と
ま

れ
」8

月
29
日
豺
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分
　
会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ

ど
　
内
容
親
子
で
自
由
遊
び
　
対
象
六

カ
月
〜
二
歳
児
と
そ
の
親
　
定
員
先
着

四
十
五
人
　
費
用
無
料

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
ま
つ
ど
一

時
保
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
有
川
蕁
薨
386

・
１
９
０
２
へ

虔
子
ど
も
読
書
応
援
団
・
読
み
聞

か
せ
の
た
め
の
小
道
具
作
り

8
月
25
日
貅
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど
　
内

容
読
み
聞
か
せ
に
使
え
る
変
わ
り
絵
本

や
人
形
の
制
作
　
定
員
先
着
七
十
人

持
ち
物
は
さ
み
・
色
鉛
筆
・
マ
ジ
ッ
ク

・
牛
乳
パ
ッ
ク
　
費
用
五
百
円

※
小
学
生
以
上
の
子
ど
も
の
同
伴
可（
実

費
二
百
円
）

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
桑
田
蕁
薨

346
・
８
１
３
１
へ

虔
障
害
者
110
番
事
業
・
障
害
者
の

明
る
い
く
ら
し

法
律
相
談
＝
毎
月
第
一
・
三
火
曜
日

（
要
予
約
）

一
般
相
談
（
電
話
・
来
所

相
談
）
＝
平
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
4

時
（
時
間
外
は
留
守
番
電
話
・
フ
ァ
ク

ス
で
受
け
付
け
）

相
談
内
容
生
活
・

家
庭
・
地
域
・
職
場
・
施
設
等
に
お
け

る
諸
問
題
　
費
用
無
料

千
葉
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
蕁
薨
043

・
246
・
２
２
８
２

虔
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
語
り
の
発
表

公
演8

月
28
日
豸
午
後
3
時
〜
4
時
30
分

会
場
新
松
戸
幼
稚
園
　
内
容
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
と
ウ
エ
ン
デ
ィ
」、

語
り
「
王
女
プ
シ
ュ
ケ
」
他
　
定
員
先

着
百
人
　
費
用
無
料

フ
ァ
ク
ス
で

こ
ど
も
の
情
操
を
育

て
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
語
り
協
会
・
福

本
蕁
薨
387
・
０
４
０
８
へ

虔
あ
な
た
に
役
立
つ
介
護
保
険
の

使
い
方
と
相
談
会

8
月
20
日
貍
午
後
2
時
〜
4
時
　
会

場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
福
祉
用
具
・
介
護
・
医

療
関
係
者
の
話
　
定
員
七
十
人
　
費
用

三
百
円
（
資
料
代
）

や
わ
ら
木
苑
・
斉
藤
蕁
386
・
０
２
１

３虔
小
金
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

日
舞
ク
ラ
ブ
発
表
会

8
月
21
日
豸
午
後
0
時
30
分
〜
4
時

会
場
小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
ゆ

か
た
ざ
ら
い
（
日
本
舞
踊
・
新
舞
踊
）

費
用
無
料

同
福
祉
セ
ン
タ
ー
蕁
344
・
８
２
７
０

虔

松
戸
市
身
体
障
害
者
福
祉
会

研
修
旅
行

9
月
25
日
豸
〜
26
日
豺〔
一
泊
二
日
〕

集
合
午
前
7
時
30
分
健
康
福
祉
会
館（
ふ

れ
あ
い
22
）

行
き
先
栃
木
県
川
治
温

泉
　
対
象
市
内
在
住
の
身
体
障
害
者
手

帳
を
持
っ
て
い
る
人
　
定
員
先
着
六
十

人
　
費
用
一
万
五
千
円
（
バ
ス
代
・
宿

泊
費
を
含
む
）

9
月
5
日
豺
ま
で
に
、
電
話
で
同
会

・
中
山
蕁
388
・
６
１
５
８
へ

虔
平
和
の
つ
ど
い
「
平
和
の
学
校
」

8
月
28
日
豸
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

会
場
二
十
世
紀
が
丘
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容
平
和
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
人
形
劇

上
演
・
T
シ
ャ
ツ
作
り
・
音
楽
・
社
会

科
等
　
定
員
先
着
二
百
人
　
費
用
大
人

五
百
円
、
中
学
生
以
下
無
料

電
話
で
同
実
行
委
員
会
・
蜂
谷
蕁
392

・
２
２
６
８
（
夜
間
の
み
）
へ

 

ス
ポ
ー
ツ 

ス
ポ
ー
ツ 

虔
市
立
松
戸
高
等
学
校
野
球
部
対

外
試
合
を
開
催

8
月
25
日
貅
午
後
6
時
か
ら
　
会
場

運
動
公
園
野
球
場
　
対
戦
相
手
修
徳
高

等
学
校
　
費
用
無
料

ス
ポ
ー
ツ
課
蕁
363
・
９
２
４
１

虔
親
子
ふ
れ
あ
い
体
操
教
室

9
月
10
日
〜
10
月
8
日
の
毎
週
土
曜

日
〔
全
五
回
〕
午
前
9
時
30
分
〜
11
時

会
場
運
動
公
園
小
体
育
室
　
対
象
二
歳

・
三
歳
児
と
そ
の
親

定
員
四
十
組（
抽

選
）

費
用
一
回
親
二
百
十
円
、
子
五

十
二
円
（
施
設
使
用
料
）

8
月
31
日
貉
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
に
教
室
名
・
住
所
・
親
子
の

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
返
信
用
あ
て
名
を
記
入
し
て
、
〒

271
―
０
０
６
４
松
戸
市
上
本
郷
四
四
三

四
　
運
動
公
園
内
ス
ポ
ー
ツ
課
（
蕁
363

・
９
２
４
１
）
へ

虔
障
害
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
9
月
18
日
豸
〔
雨
天
・
強
風
の
場
合

は
19
日
豢
〕
午
前
９
時
〜
正
午
　
会
場

八
ケ
崎
ス
ポ
ー
ツ
広
場
　
対
象
市
内
在

住
の
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
と

そ
の
家
族
　
持
ち
物
帽
子
・
タ
オ
ル

費
用
三
百
円

※
駐
車
場
は
21
世
紀
の
森
と
広
場
の
西

口
駐
車
場
（
有
料
）
を
利
用

※
飲
み
物
は
用
意
し
ま
す
。

8
月
31
日
貉
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
ハ

ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
〒
270
―
２
２

１
４
松
戸
市
松
飛
台
一
三
三
の
二
　
石

渡
正
二
郎
（
蕁
薨
387
・
０
６
０
２
）
へ

虔
秋
季
ク
ラ
ブ
対
抗
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会

９
月
23
日
豢
午
前
8
時
30
分
受
け
付

け
（
コ
ー
ト
不
良
の
場
合
は
中
止
）

会
場
栗
ケ
沢
公
園
庭
球
場
　
種
目
男
女

ラ
ン
ク
別
　
対
象
連
盟
の
加
盟
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
ま
た
は
市
民
チ
ー
ム
（
三
組
で

一
チ
ー
ム
）

費
用
一
チ
ー
ム
六
千
円
　

9
月
1
日
貅
ま
で
に
、
所
定
の
振
込

用
紙
で

松
戸
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
・
山
下

蕁
345
・
７
０
８
４

虔
家
庭
婦
人
卓
球
大
会

9
月
16
日
貊
午
前
9
時
か
ら
　
会
場

運
動
公
園
体
育
館
　
内
容
ラ
ン
ク
別
ダ

ブ
ル
ス
戦
　
対
象
市
内
在
住
・
在
勤
の

女
性
　
費
用
一
人
六
百
円

9
月
5
日
豺
午
前
10
時
か
ら
、
運
動

公
園
会
議
室
の
組
み
合
わ
せ
会
議
で
受

け
付
け

家
庭
婦
人
卓
球
連
盟
・
合
田
蕁
345
・

７
５
９
５

虔
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
教
室

9
月
10
日
〜
12
月
10
日
の
第
二
・
四

土
曜
日
〔
全
七
回
〕
Ａ
コ
ー
ス
＝
午
前

9
時
〜
10
時
15
分
　
Ｂ
コ
ー
ス
＝
午
前

10
時
15
分
〜
11
時
30
分
　
Ｃ
コ
ー
ス
＝

午
後
1
時
〜
2
時
15
分
　
Ｄ
コ
ー
ス
＝

午
後
2
時
30
分
〜
3
時
45
分
　
会
場
Ａ

・
Ｂ
コ
ー
ス
＝
栗
ケ
沢
小
学
校
体
育
館

Ｃ
・
Ｄ
コ
ー
ス
＝
和
名
ケ
谷
小
学
校
体

育
館
　
対
象
年
長
〜
小
学
六
年
生
　
定

員
各
コ
ー
ス
先
着
五
十
人
　
費
用
四
千

円
（
保
険
料
を
含
む
）

8
月
31
日
貉
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
で
〒
270
―
０
０
２
１
松
戸
市

小
金
原
二
の
二
〇
の
二
四
　
飯
島
徳
子

（
蕁
344
・
３
２
３
２
）
へ

虔
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

8
月
28
日
豸
午
前
9
時
〜
正
午
　
会

場
常
盤
平
第
一
小
学
校
　
種
目
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　
費

用
百
円
（
保
険
料
）

当
日
会
場
で

体
育
指
導
委
員
・
宍
戸
蕁
389
・
８
４

１
５

松戸市創作グループ展・無料講習会

展示種目 グループ名

ペン習字

松戸ペン習字
クラブ
常盤平ペン習
字クラブ

折り紙 松戸折り紙サ
ークル

袋　物 袋もの手工芸
サークル

編　物 ニットクラブ

生活学習 青藍会

手工芸 パッチワーク

染めもの 染めの会

無料講習会
8/31貉午前 内容年賀状の
書き方

8/31貉午後 内容折り紙

9/1貅午後 内容楊枝入れ
他
9/2貊午前 内容コサージュ
9/2貊午後 内容小さな布の
おひな様 定員先着20人
電話で小林蕁362ー2288

へ
9/3貍午前・午後 内容コー
スター 定員先着20人 持
ち物はさみ・針・指ぬき
電話で橋元蕁386ー8144

へ

虔
ソ
フ
ト
（
軟
式
）
テ
ニ
ス
教
室

（
松
戸
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
）

虔
中
高
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ

ス
ト8

月
27
日
貍
午
後
1
時
か
ら
　
会
場

市
民
劇
場
　
内
容
市
内
在
住
・
在
学
の

中
学
・
高
校
生
が
自
分
の
体
験
や
考
え

を
英
語
で
発
表
　
費
用
無
料

譛
松
戸
市
国
際
交
流
協
会
蕁
366
・
７

３
１
０

8月30日貂～9月4日豸午前10時～午後6時（初日
は午後1時から、最終日は4時まで）
※午前=午前10時30分～午後1時、午後=午後1時
30分～4時
会場文化ホール　費用無料
松戸市創作グループ連絡会・戸丸蕁388ー6404

虔
8
月
の
福
祉
シ
ョ
ッ
プ

8
月
22
日
豺
〜
25
日
貅
午
前
9
時
〜

午
後
4
時
　
会
場
市
役
所
一
階
連
絡
通

路
　
出
店
22
・
23
日
＝
喜
楽
家
・
ビ
オ

ラ
工
房
・
第
二
い
ぶ
き
の
広
場
　
24
・

25
日
＝
だ
っ
く
す
・
ハ
ピ
ネ
ス
馬
橋
・

第
二
わ
か
ば
園

の
ぞ
み
学
園
蕁
368
・
１
６
３
２

虔
夏
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

8
月
27
日
貍
午
後
2
時
〜
4
時
　
会

場
小
金
北
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
80
年

代
の
ポ
ッ
プ
ス
を
中
心
に
、
皆
で
歌
え

る
コ
ン
サ
ー
ト
　
定
員
先
着
七
十
人

費
用
千
二
百
円

電
話
で
地
域
の
会
・
増
田
蕁
343
・
０

３
４
９
へ

会　場 曜日 時間 期間 問い合せ先

金ケ作公
園庭球場

火 午後7時
～9時

9～
11月

小倉蕁345
ー0899

土

午前10時
～正午

9～
12月

吉田蕁388
ー6431日

火

吉田蕁343
ー0322

栗ケ沢公
園庭球場 木

中央公園
庭球場 水

費用各6,000円
※日曜日の午前10時～正午と火曜日の午後
7時～9時は中学生も可
直接会場で

や

か

び

平成22年に千葉県で開催される大会の、愛称（大
会を親しみを込めて呼ぶ名・ニックネーム）および
スローガン（大会を強く印象づけるためのキャッチ
コピー）を募集します。
9月16日貊〔当日消印有効〕までに、ハガキま

たはインターネット（電子メール不可）で〒260
ー0013千葉市中央区中央4の13の28 第65回国
民体育大会千葉県準備委員会事務局内「愛称・ス
ローガン募集」係（蕁043ー223ー2069）へ
http://kokutai -2010chiba.jp

※一回の応募につき、それぞれ一点の作品まで

じ
ょ

ご
う
だ
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パソコン講座

講 座 名 日　時 内　容 費　用

封筒と便箋
を作ろう講
座

8/30貂午前
31貉午前

ワードを使っ
てオリジナル
の封筒と便箋
を作る

定員各先着
10人　費用各
800円（テキ
スト代を含む）

初めてのパ
ソコン講座
〔全3回〕

9/2貊・ 9貊・16貊午前
10/4貂・18貂・25貂午前

基本操作から
初歩の文字入
力

定員各先着
10人　費用各
2,000円（テキ
スト代を含む）

インターネ
ット入門講
座〔全3回〕

9/6貂・13貂・20貂午前
10/7貊・14貊・21貊午前

Ｅメール作成
からホームペ
ージの検索方
法等

Word初級
講座〔全3
回〕

9/1貅・ 8貅・15貅午前
9/6貂・13貂・20貂午後①
10/4貂・18貂・25貂午後①
10/5貉・19貉・26貉午前

文字の入力か
らワードアー
ト・図の挿入

Excel初級
講座〔全3
回〕

9/6貂・13貂・20貂午後②
9/7貉・14貉・21貉午前
10/4貂・18貂・25貂午後②
10/6貅・13貅・20貅午前

簡単な表を作
りながらエク
セルの基本を
学ぶ

会場文化ホール
※午前=午前10時30分～正午、午後①=午後1時30分～3時、午
後②=午後3時30分～5時
本日午前10時から、電話で松戸ITボランティア蕁367─8889

へ

講 座 名 日　時 内容／対象 定員／費用

中高年男性
の「魚と肴
（さかな）」

8月27日からの隔
週土曜日〔全8回〕
午前10時～午後1
時

内容魚のさば
き方　対象多少
経験のある人

定員先着10人　費
用16,000円（材料費
を含む）

熟年男性の
「はつらつ健
康」

8月31日からの毎
週水曜日〔全8回〕
①午前10時～午
後1時②午後6時
～9時

内容野菜の切
り方等基本から
対象初心者

定員各先着15人　
費用各12,000円（材
料費を含む）

こ

う

ざ

 

講
座
・
講
演 
講
座
・
講
演 

こ

う

え

ん

 
虔
一
日
赤
十
字
を
開
催

9
月
10
日
貍
①
午
前
10
時
〜
正
午
②

午
後
1
時
〜
3
時
30
分
　
会
場
新
松
戸

市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
①
講
演
会
「
赤

十
字
に
つ
い
て
」
②
非
常
食
試
食
会
・

体
験
学
習
（
救
急
法
・
心
肺
蘇
生
法
）

定
員
三
十
人
（
抽
選
）

費
用
無
料

8
月
26
日
貊
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

・
年
齢
・
参
加
人
数
・
返
信
用
あ
て
名

を
記
入
し
て
、
〒
271
―
８
５
８
８
松
戸

市
役
所
　
援
護
担
当
室「
一
日
赤
十
字
」

参
加
希
望
係
（
蕁
366
・
３
０
１
９
）
へ

虔
講
演
会
「
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
幼
児

教
育
と
は
」

9
月
10
日
貍
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

内
容
大
人
は
七
歳
ま
で
の
幼
児
に
ど
う

接
し
た
ら
よ
い
の
か
　
対
象
成
人
　
定

員
先
着
八
十
人
　
費
用
千
五
百
円

※
子
ど
も
の
同
席
は
不
可

ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
〒
271
―

０
０
９
６
松
戸
市
下
矢
切
六
一
の
一
〇

一
　
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
幼
児
教
室
・
ま
ど

か
園
（
蕁
薨
398
・
９
７
４
７
）
へ

虔
親
子
で
楽
し
む
せ
っ
け
ん
作
り

①
8
月
23
日
貂
②
8
月
24
日
貉
各
午

後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

会
場
①
小

金
原
市
民
セ
ン
タ
ー
②
馬
橋
市
民
セ
ン

タ
ー
　
内
容
色
と
香
り
を
つ
け
て
作
る

ク
ラ
フ
ト
せ
っ
け
ん
　
対
象
小
・
中
学

生
と
そ
の
保
護
者
　
定
員
各
先
着
十
組

持
ち
物
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
・
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
台
ふ
き
ん
　
費
用
一
組

二
千
円
（
材
料
費
を
含
む
）

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
佐
藤
蕁
薨

388
・
５
６
１
１
へ

虔
朗
読
入
門
講
座

8
月
30
日
貂
午
後
2
時
〜
4
時
　
会

場
明
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
レ
イ
チ
ェ

ル
・
カ
ー
ソ
ン
「
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ

ン
ダ
ー
」
の
朗
読
　
費
用
二
千
円

松
戸
朗
読
の
会
・
足
立
蕁
368
・
５
３

３
４
（
夜
間
の
み
）

虔
社
交
ダ
ン
ス
講
習
会

9
月
3
日
〜
10
月
29
日
の
毎
週
土
曜

日
〔
全
九
回
〕
午
後
6
時
40
分
〜
8
時

会
場
八
ケ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
パ

ー
テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
を
中
心
に
、
ワ
ル
ツ

・
ル
ン
バ
の
レ
ッ
ス
ン
　
対
象
初
心
者

・
初
級
者
　
費
用
千
五
百
円
（
会
場
費
）

舞
踏
会
・
山
西
蕁
090
・
１
５
４
２
・

５
９
４
０

虔
社
交
ダ
ン
ス
体
験
講
習
会

9
月
2
日
〜
30
日
の
毎
週
金
曜
日〔
全

五
回
〕
午
後
7
時
〜
9
時
　
会
場
稔
台

市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
ワ
ル
ツ
・
タ
ン

ゴ
・
ル
ン
バ
・
チ
ャ
チ
ャ
の
レ
ッ
ス
ン

費
用
一
回
五
百
円

稔
台
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
・
伏
見
蕁
368

・
４
０
８
９

虔
ゴ
ス
ペ
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

8
月
26
日
貊
午
前
10
時
〜
正
午
　
会

場
新
松
戸
リ
バ
イ
バ
ル
チ
ャ
ー
チ
（
JR

新
松
戸
駅
下
車
）

対
象
初
心
者
　
定

員
先
着
二
十
人
　
費
用
無
料

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
T
r
u
e
P

r
a
i
s
e
M
a
t
s
u
d
o
・
ル
イ
ス
蕁

薨
341
・
７
８
８
２
へ

虔
な
つ
や
す
み
あ
そ
び
教
室

①
8
月
25
日
貅
②
8
月
26
日
貊
各
午

後
3
時
15
分
〜
4
時
30
分
③
8
月
29
日

豺
午
前
11
時
15
分
〜
午
後
1
時
30
分

会
場
常
盤
平
体
育
館
　
内
容
運
動
遊
び

・
身
近
な
素
材
を
使
っ
た
遊
び
等
　
対

象
年
少
児
〜
小
学
一
年
生
　
費
用
一
回

七
百
円

※
③
は
お
弁
当
持
参

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
さ
く
ら
ん

ぼ
教
室
・
佐
藤
蕁
薨
311
・
１
９
０
７
へ

虔
た
く
さ
ん
作
ろ
う
竹
と
ん
ぼ

8
月
28
日
豸
午
後
1
時
〜
5
時
　
会

場
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　
内

容
ス
ー
パ
ー
竹
と
ん
ぼ
の
作
り
方
・
飛

ば
し
方
　
対
象
小
学
五
年
生
以
上
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員
先
着
三

十
人
　
費
用
三
百
円
（
材
料
費
）

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
千
葉
竹
と

ん
ぼ
倶
楽
部
東
葛
支
部
・
鎌
形
蕁
薨
364

・
５
０
８
４
へ

虔
楽
し
も
う
海
外
旅
行
英
会
話

①
9
月
2
日
か
ら
の
毎
週
金
曜
日
午

後
1
時
〜
3
時
②
9
月
6
日
か
ら
の
毎

週
火
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
〔
各
全
十

回
〕

会
場
馬
橋
東
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容
歌
・
カ
ー
ド
等
を
使
っ
て
学
ぶ

対
象
中
高
年
　
定
員
各
八
人
　
費
用
一

万
二
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

馬
橋
東
英
会
話
ク
ラ
ブ
・
長
須
賀
蕁

薨
362
・
３
４
９
４

け

ん

こ

う

 

健
　
康 

健
　
康 

虔
女
性
と
こ
ど
も
の
健
康
相
談
会

8
月
29
日
豺
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

20
分
　
会
場
東
葛
飾
合
同
庁
舎
　
内
容

講
演
＝
女
性
と
こ
ど
も
の
健
康
の
た
め

に
　
ミ
ニ
講
話
＝
免
疫
と
ア
レ
ル
ギ
ー

情
報
交
換
会
＝
女
性
と
こ
ど
も
の
健
康

問
題
に
つ
い
て
話
し
合
お
う
　
講
師
千

葉
県
健
康
福
祉
部
技
監
・
永
山
洋
子
氏

定
員
先
着
十
五
組
　
費
用
無
料

※
子
ど
も
の
同
席
可
（
保
育
な
し
）

電
話
で
松
戸
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
松

戸
保
健
所
）
地
域
保
健
福
祉
課
蕁
361
・

２
１
２
１
へ

高齢者運動教室「のんびりらくらく体操」

対象おおむね65歳以上でこれから運動をはじめたい人
定員各先着30人　費用無料

日　時 会場 内　容 申し込み先
9/7～11/30の毎週水曜
日〔全12回〕午後1時
30分～3時30分

青少年
会館 軽度なストレ

ッチ体操・リ
ズム体操・筋
力トレーニン
グ・体力測定

電話で小金保
健福祉センター
蕁346－5601へ

9/1貅・8貅・15貅・21
貉・29貅、10/6貅・13
貅・20貅・28貊、11/10
貅・17貅・25貊〔全12
回〕午後1時30分～3時
30分

六実保
健室

電話で常盤平
保健福祉センタ
ー蕁384－1333
へ

松戸健康福祉センター（松戸保健所）各種無料相談

相談名 日　時 内容（担当課）
女性のための
健康相談（予
約制）

9/7貉・21貉午後1時
～2時、9/8貅午前9
時30分～10時30分

女性医師・助産師・臨床心理士による女
性の心身の健康に関する相談（地域保健
福祉課）

思春期相談（予
約制）

9/28貉午後2時30分
～4時30分

精神科医師・臨床心理士による思春期の
心の相談（地域保健福祉課）

精神保健福祉
相談（予約制）

9/6貂・20貂・28貉
午後2時～4時

精神科医師による精神疾患や心の健康に
関する相談（地域保健福祉課）

酒害相談（予
約制）

9/15貅午後1時30分
～3時

精神科医師による酒害相談（地域保健福
祉課）

酒害家族教室
（予約制）

9/15貅午後3時～4時
30分

アルコール依存症者を抱える家族同士の
勉強と話し合いの場（地域保健福祉課）

DV電話相談
蕁361ー6651

月～金曜日（祝日を除
く）午前9時～午後5時専門相談員によるDV相談（地域保健福祉

課）DV来所相談
（予約制） 毎週金曜日

エイズに関す
る相談・エイ
ズ抗体検査

9/6貂・20貂午後1時
30分～2時30分 匿名にて相談・血液検査。希望者には梅

毒・クラミジアの抗体検査を追加。結果
は2週間後に交付（健康生活支援課）夜間エイズ抗

体検査
9/6貂午後5時30分～
7時30分

お
し
ら
せ 

お
し
ら
せ 

虔
市
立
の
ぞ
み
学
園
臨
時
職
員
を

募
集勤

務
時
間
月
〜
金
曜
日
の
午
前
8
時

30
分
〜
午
後
4
時
30
分
　
業
務
内
容
知

的
障
害
者
の
授
産
作
業
お
よ
び
生
活
支

援
等
の
補
助
業
務
　
応
募
資
格
四
十
歳

以
下
の
保
育
士
ま
た
は
社
会
福
祉
士

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

直
接
同
学
園
（
総
合
福
祉
会
館
内
蕁
368

・
１
６
３
２
）
へ

虔
ミ
ニ
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
再
生

木
製
品
展
示
・
販
売

受
付
期
間
8
月
22
日
豺
〜
10
月
11
日

貂
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
、
10
月
11
日
貂
は
午

前
11
時
ま
で
）

抽
選
会
10
月
11
日
貂

午
前
11
時
か
ら
　
引
取
期
間
抽
選
会
後

か
ら
10
月
20
日
貅
ま
で
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）
の
指
定
時
間
内
　
会
場
和
名

ケ
谷
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

※
当
選
者
に
は
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

ミ
ニ
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
蕁
392
・
３

０
５
１
、
環
境
業
務
課
蕁
366
・
７
３
３
２

虔
高
齢
者
支
援
連
絡
会
担
当
看
護

師
（
非
常
勤
）
を
募
集

業
務
内
容
高
齢
者
支
援
の
た
め
の
相

談
業
務
･
連
絡
調
整
　
勤
務
場
所
東
部

地
区
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
　
応
募

資
格
五
十
九
歳
以
下
の
保
健
師
・
看
護

師
の
有
資
格
者
で
、
実
務
経
験
が
三
年

以
上
あ
り
、
週
三
日
働
け
る
人
　
定
員

一
人

※
市
内
の
医
療
機
関
等
に
勤
務
し
て
い

る
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
蕁
366
・
７

３
４
３

虔
日
本
脳
炎
第
三
期
予
防
接
種（
十

四
歳
以
上
十
六
歳
未
満
）
廃
止

７
月
29
日
付
け
で
、
予
防
接
種
法
施

行
令
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
標
記
予
防

接
種
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課
蕁
366
・
７
４
８
４

虔
個
人
事
業
税
の
納
税
は
口
座
振

替
で県

内
の
個
人
事
業
主
で
、
前
年
の
事

業
所
得
が
年
間
二
百
九
十
万
円
を
超
え

る
人
に
は
、
個
人
の
事
業
税
（
県
税
）

が
課
税
さ
れ
ま
す
。
納
期
は
、
八
月
と

十
一
月
の
二
回
で
す
。

松
戸
県
税
事
務
所
蕁
361
・
２
１
１
２

虔
さ
ん
さ
ん
音
頭
コ
ン
テ
ス
ト
参

加
者
を
募
集

9
月
4
日
豸
の
小
金
宿
ま
つ
り
で
開

催
さ
れ
る
、
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
す
る

人
を
募
集
し
ま
す
。

参
加
条
件
一
組
五
人
以
上

費
用
無
料

8
月
26
日
貊
ま
で
に
、
電
話
で
同
実

行
委
員
会
・
松
丸
蕁
342
・
８
６
６
２
へ

虔
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
・
ソ
ロ
ダ

ン
ス
出
演
者
を
募
集

11
月
6
日
豸
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
21

内
容
ダ
ン
ス
パ

ー
テ
ィ
ー
　
定
員
先
着
十
五
組
　
費
用

無
料

※
音
源
（
テ
ー
プ
等
）
は
各
自
で
用
意

9
月
15
日
貅
〜
10
月
15
日
貍
の
間
に
、

電
話
で
松
戸
市
社
交
ダ
ン
ス
協
会
・
岡

本
蕁
342
・
６
９
９
０
へ

虔
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
戸
一
部
業
務

時
間
を
変
更

月
〜
金
曜
日
＝
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
7
時
　
土
曜
日
＝
午
前
10
時
〜
午
後

5
時
　
業
務
内
容
求
人
情
報
の
閲
覧
と

職
業
相
談
・
紹
介
業
務

※
他
の
業
務
は
従
来
ど
お
り
（
月
〜
金

曜
日
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
）

※
い
ず
れ
の
業
務
も
、
日
曜
日
・
祝
日

・
年
末
年
始
は
除
く

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
戸
蕁
367
・
８
６
０
９

虔
だ
い
す
き
松
戸
！
子
ど
も
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
を
募
集

9
月
3
日
貍
午
後
6
時
30
分
〜
8
時

30
分
　
会
場
青
少
年
会
館
　
内
容
11
月

13
日
豸
に
21
世
紀
の
森
と
広
場
で
、
千

人
の
子
ど
も
た
ち
と
思
い
っ
き
り
遊
ぶ

取
り
組
み
　
対
象
子
ど
も
の
遊
び
に
関

心
の
あ
る
人

松
戸
子
ど
も
劇
場
蕁
386
・
９
１
５
４

会場馬橋市民センター
電話でウェルネスクラブ・栗原蕁070ー5451ー4551へ

料理教室

会場松戸健康福祉センター（松戸保健所）
※掲載以外の相談については、ホームページをご覧ください。
http://www.pref.chiba.jp/hokenjo/matsudo/

※駐車スペースが限られていますので、公共交通機関をご利用ください。午後
5時30分以降は駐車場が閉鎖されます。
同センター蕁361─2121

そ
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戸定歴史館 蕁362-2050博物館（21世紀の森と広場内） 蕁384-8181

期　日 内　　容

休館日月曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館）
開館時間午前9時30分～午後5時（入館は4時30分まで） 入館料一般150円（120円）、
高校生・大学生100円（80円）、小・中学生50円（40円）。戸定邸との共通入館券はそれ
ぞれ一般240円（200円）、高校生・大学生160円（120円）、小・中学生80円（60円）。
〔( )内は団体料金/20人以上〕
※毎週土曜日は小・中学生の入館は無料です（戸定邸を含む）。

期　間 内　　容

①8/31貉まで②9/1
貅～30貊各午後1時
15分、3時15分上映
（土・日曜日、祝日は
午前11時からも上映）

ハイビジョン映像
①「大自然スペシャル 花の浮き島・礼文」上映時間44分
②「国宝探訪　極彩色の守護神～新薬師寺・十二神将～」上映時間
29分
会場講堂　観覧無料
※9/17貍は講演会開催のため、午後3時15分からの上映は中止

9/17貍午後2時～4時

連続講座　展示でみる・歩いてみる松戸の歴史③「昔のくらしを
展示する」（市立博物館・友の会共催）
会場常設展示室・講堂　内容講師と常設展示を見学し､解説･講

演を聴くシリーズ第3回　講師当館学芸員　定員当日先着80人　費
用友の会会員以外は参加費200円。友の会会員は無料

江戸時代旅装束試着体験毎月第1日曜日午後1時・2時・3時・4時から各回男女各1人
電話で試着体験係蕁384─8272へ

休館日月曜日（祝・休日の場合は開館し、翌日休館）・第4金曜日・年末年始 開館時間
午前9時30分～午後5時（入館は午後4時30分まで） 常設展観覧料一般300円（240円）、
高校・大学生150円（100円）、小・中学生100円（60円）（土曜日は小・中学生の観覧は無
料）〔（ ）内は団体料金／20人以上〕
ガイドツアー（常設展示解説）毎日午前10時・午後2時からの30分間（参加者は観覧料が必要）
※来館者専用の駐車場はありません。21世紀の森と広場の有料駐車場をご利用ください。

9/21～11/23の毎週
水曜日〔全10回〕午
前10時30分～正午

古文書を読む〔近世中級編〕
会場実習室　内容経験者を対象に､古文書の解読を通して歴史や
文化について学ぶ　講師筑波大学名誉教授・渡邉一郎氏　定員30
人（抽選） 費用3,000円程度（テキスト代）
9月2日貊〔必着〕までに、往復ハガキに住所・氏名・電話番

号・年令を記入して､〒270－2252松戸市千駄堀671 市立博物館
「古文書を読む〔近世中級編〕」係（蕁384－8272）へ

9/25豸まで
徳川昭武の写した100年前のまつど
内容徳川昭武撮影の写真に、近年発見された写真家吉野誠氏の作品を加
えて展示。松戸のむかしを振り返ります。

文化ホールギャラリー 蕁367-7810

松戸駅市民ギャラリー 教）社会教育課蕁366-7462

21世紀の森と広場パークセンター 蕁345-8900

会　期 内　容 問い合わせ先

開館時間午前10時～午後6時　休館日月曜日

8/23貂～28豸 第3回「蒋開発水墨画教室」
習作展 堤 蕁367─3852

8/30貂～9/4豸 松戸市創作グループ展 教）社会教育課 蕁366─7462

行　事　名 日　時 講　師　等 対象／定員／費用

展示「ベゴニア展」 9/3貍～9貊 日本ベゴニア協会千
葉支部 無料

園芸教室
「秋野菜のつくり方」

9/7貉午後1時30分～
3時

みどりの相談員・小
林喜代次氏

45人／無料
（要予約）

野草ウォッチング
（雨天中止）

9/10貍午前10時～11
時30分

自然解説員・川端祥
子氏

25人／無料
（当日受け付け）

園芸教室
「秋の楽しい寄せ植え」

9/11豸午後1時30分
～3時

みどりの相談員・丸
尾三恵子氏

30人／2,000円
（要予約）

みどりの講習会
「ホームインテリアで楽し
むハイドロカルチャー」

9/17貍午前10時～正
午

園芸研究家・中川宏
子氏

30人／1,500円
（要予約）

電話でパークセンターへ（午前9時～午後5時、先着順）
相
談

みどりの相談員による花や緑に関する相
談（電話でも受け付けます）

開館時間午前9時～午後4時30分（8/20までは午後6時まで） 休館日月曜日（祝日の場
合は開館し翌日休館）
※バーベキューのお問い合わせは蕁385─1815または蕁384─2234まで

毎週水・土・日曜日と祝日の午前10時～正
午と午後1時～3時30分

期間 8/25貅まで 8/26貊～9/8貅 9/9貊～21貉

東 第9回プリマベラ展
伊東蕁362─4244

第2回トールペイント教室
もみの木作品展
小原蕁368─4243

油絵サークル貝の花作品展
大槻蕁363─7244

西 姉妹絵画展
大瀧蕁368─6835

第2回小金藤窯作品展
藤縄蕁341─0134

陶芸作品展
藤田蕁360─7725

第22回馬橋洋画サークル作
品展 馬橋洋画サークル・福田 蕁344─7757

9/14貉～18豸

第24回「光は友だち」写真
展 金里フォトクラブ・森田 蕁344─1150

9/ 9貊～11豸 松戸市小中学校理科作品展 教）指導課　　　　　　 蕁366─7458

①8/25貅まで
②8/27貍～9/25豸

エントランス展示
①市所蔵美術品公開 宮之原謙の陶芸作品「彩盛磁平和の祈り皿（月
桂樹）」他
②「菩薩坐像（東南アジア・8世紀）」

市主催の催し物
事業名 日　時 会　場 内容・対象等 申し込み先

ごみツアー
毎月第2水曜日
8:50～12:00

コース市役所地下玄関集合～日暮クリー
ンセンター～資源リサイクルセンター～
和名ケ谷クリーンセンター～市役所解散
対象市内在住の人（乳幼児の参加不可）
定員先着20人　費用無料

電話で環境業務
課
蕁366─7332へ

※参加人数が10人未満の場合は中止。10人以上の団体は別途申し込み可。

朗読を聞く
会

毎月第2水曜日
10:00～11:30

健康福祉会館
（ふれあい22）

内容松戸朗読奉仕会会員によ
る短編等の朗読　対象障害者
手帳を持っている人やそれに
準じる人（付添人の参加可）
費用無料

健康福祉会館障
害者福祉センター
蕁383─7111
薨383─7810

トレーニン
グ機器操作
講習会

9/7貉・11豸
10:00～11:00
14:00～15:00

柿ノ木台公園
体育館トレー
ニング室

対象16歳以上の人 定員各先
着20人 持ち物運動着・上履
き　費用315円（施設使用料）

直接または電話
で柿ノ木台公園体育
館蕁331─1131へ

虔
さ
が
み
F
・
K
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル

毎
週
土
曜
日
午
後
7
時
〜
9
時
　
会

場
相
模
台
小
学
校
　
費
用
年
三
千
円（
保

険
料
を
含
む
、
入
会
金
な
し
）

楠
原
蕁
364
・
０
８
０
８

虔
日
本
舞
踊
ク
ラ
ブ

毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
　
会

場
常
盤
平
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
内
容

古
典
の
踊
り
を
中
心
に
活
動
　
対
象
六

十
才
以
上
　
費
用
無
料
（
入
会
金
な
し
）

坂
東
蕁
342
・
１
６
６
１

虔
ダ
ン
ス
エ
ン
ト
リ
ー

毎
週
日
曜
日
①
午
後
4
時
〜
5
時
②

午
後
5
時
〜
6
時
　
会
場
五
香
市
民
セ

ン
タ
ー
　
対
象
①
初
心
者
②
初
級
者

費
用
①
②
と
も
に
月
千
円
（
入
会
金
千

円
）石

森
蕁
387
・
３
１
６
９

虔
小
山
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

毎
月
第
一
・
二
・
三
金
曜
日
午
後
6

時
〜
9
時
　
会
場
小
山
集
会
所
　
内
容

ベ
ー
シ
ッ
ク
か
ら
　
対
象
初
心
者
　
費

用
月
三
千
円
（
入
会
金
千
五
百
円
）

安
永
蕁
362
・
６
８
３
６

虔
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
メ
イ

毎
週
土
曜
日
午
後
7
時
〜
9
時
　
会

場
常
盤
平
体
育
館
　
内
容
J
B
D
F
プ

ロ
C
級
二
組
に
よ
る
ベ
ー
シ
ッ
ク
中
心

の
ラ
テ
ン
・
モ
ダ
ン
の
レ
ッ
ス
ン
　
対

象
経
験
が
あ
り
、
中
級
程
度
の
人
　
費

用
月
三
千
円
（
入
会
金
千
円
）

江
原
蕁
368
・
９
２
７
３

虔
常
盤
ダ
ン
ス

毎
週
月
曜
日
午
後
1
時
〜
4
時
　
会

場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
プ
ロ

講
師
が
基
本
か
ら
初
・
中
級
ま
で
指
導

対
象
お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
で
多
少
踊

れ
る
人
　
費
用
月
千
五
百
円
（
入
会
金

千
円
）

竹
内
蕁
384
・
２
４
３
６

虔
松
戸
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
サ
ー
ク
ル

毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
フ

ラ
ダ
ン
ス
の
練
習
　
対
象
女
性
　
費
用

月
千
五
百
円
（
入
会
金
二
千
円
）

蜷
川
蕁
388
・
７
３
６
５

虔
自
彊
術
普
及
会

毎
月
四
回
金
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時

30
分
　
会
場
勤
労
会
館
　
内
容
自
分
で

整
体
す
る
ス
ト
レ
ッ
チ
　
費
用
月
三
千

五
百
円
（
入
会
金
三
千
円
）

古
賀
蕁
341
・
４
８
４
１

虔
大
正
琴
ユ
ー
カ
リ
の
会

毎
週
木
曜
日
午
後
1
時
〜
4
時
　
会

場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
合
同

練
習
と
個
人
レ
ッ
ス
ン
　
費
用
月
三
千

六
百
五
十
円
（
入
会
金
二
千
円
）

玉
木
蕁
345
・
７
７
１
０

虔
六
実
少
年
少
女
合
唱
団

毎
週
土
曜
日
①
②
午
後
2
時
〜
4
時

③
午
後
2
時
〜
5
時
　
会
場
六
実
市
民

セ
ン
タ
ー
　
内
容
わ
ら
べ
う
た
か
ら
入

り
、
無
理
の
な
い
発
声
を
覚
え
る
　
対

象
①
幼
児
（
三
歳
児
か
ら
）
②
小
学
一

・
二
年
生
③
小
学
三
年
〜
中
学
生
　
費

用
①
月
二
千
五
百
円
②
③
月
四
千
円（
入

会
金
な
し
）

堀
江
蕁
386
・
８
７
１
５

虔
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ジ
ュ
ネ
ス

毎
週
金
曜
日
午
後
1
時
〜
4
時
　
会

場
市
民
会
館
　
内
容
女
声
コ
ー
ラ
ス

費
用
月
五
千
円
（
入
会
金
な
し
）

本
多
蕁
386
・
５
３
９
６

虔
松
戸
ハ
ー
モ
ニ
カ
・
ア
ミ
ー
ゴ

毎
月
第
一
・
三
水
曜
日
午
後
1
時
〜

4
時
　
会
場
市
民
会
館
　
対
象
初
心
者

費
用
月
三
千
五
百
円
（
入
会
金
千
円
）

萩
野
蕁
364
・
９
８
０
５

虔
二
十
世
紀
が
丘
ペ
ン
習
字
サ
ー

ク
ル毎

月
第
二
・
三
・
四
月
曜
日
午
前
10

時
〜
正
午
　
会
場
二
十
世
紀
が
丘
市
民

セ
ン
タ
ー
　
内
容
硬
筆
・
筆
ペ
ン
等

費
用
月
二
千
五
百
円
（
入
会
金
千
円
）

田
中
蕁
363
・
５
３
９
７

虔
木
彫
杉
の
会

毎
月
第
一
･
三
金
曜
日
午
後
1
時
〜

5
時
　
会
場
市
民
会
館
　
内
容
初
歩
か

ら
　
費
用
月
三
千
五
百
円
（
入
会
金
二

千
円
）

小
澤
蕁
387
・
３
９
６
９

虔
サ
ー
ク
ル
プ
リ
マ
ベ
ラ

毎
月
第
一
・
二
･
三
火
曜
日
午
前
10

時
〜
正
午
　
会
場
野
外
も
し
く
は
稔
台

市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
ス
ケ
ッ
チ
・
淡

彩
画
の
勉
強
会
と
研
修
会
等
　
費
用
月

五
千
円
（
入
会
金
三
千
円
）

伊
東
蕁
362
・
４
２
４
４

虔
淡
彩
画
会
ホ
ワ
イ
ト
マ
ッ
ト

年
五
回
午
前
10
時
〜
正
午
　
会
場
ア

ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
ま
つ
ど
他
　
内
容
淡
彩

画
の
勉
強
会
と
春
・
夏
の
展
覧
会
　
費

用
年
六
千
円
（
入
会
金
な
し
）

峰
岸
蕁
384
・
０
７
５
９

虔
サ
ー
ク
ル
あ
す
な
ろ

毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
〜
8
時
30
分

会
場
中
部
小
学
校
　
内
容
健
康
体
操

対
象
成
人
女
性
　
費
用
月
二
千
五
百
円

（
入
会
金
千
円
）

米
川
蕁
364
・
３
０
７
０

虔
健
康
体
操
す
い
星

毎
週
水
曜
日
午
前
9
時
30
分
〜
11
時

会
場
柿
ノ
木
台
公
園
体
育
館
　
内
容
ス

ト
レ
ッ
チ
・
レ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
ダ
ン

ス
・
リ
ズ
ム
体
操
　
対
象
成
人
女
性

費
用
月
二
千
円
（
入
会
金
千
円
）

菊
池
蕁
368
・
７
６
０
９

常盤平児童福祉館
移動児童館なつまつり

①8/23貂 稔台市民センター 内容盆踊り・おめん・輪ゴム
鉄砲・輪投げ等　対象0～18歳
（幼児は保護者同伴） 費用無料
※①③⑤10：00～12：00、13：
00～16：30 ②13：30～16：
30 ④12：30～16：30

常盤平児童福祉
館蕁387─3320

②8/24貉 柿ノ木台公園体育館

③8/25貅 青少年会館

④8/30貂 運動公園小体育室

⑤8/31貉 青少年会館樋野口分館
中高生の広場（T・A・P・S）

8/27貍
17:00～19:00 常盤平児童福祉館

内容卓球大会　対象中学・高
校生 費用無料

常盤平児童福祉
館蕁387─3320

こどもパソコン教室
9/11豸・17貍
18豸・25豸

10:00～11:30、
13:15～14:45

常盤平児童福祉館

内容自分だけのオリジナルデ
ジタルアルバムを作ろう 対象
小学1年生以上　定員各3人　持
ち物画像データ　費用無料

電話で常盤平児
童福祉館蕁387─
3320へ

じ
き
ょ
う



封勝ちで迎えた決勝戦。対す
るは、夷隅郡の大原マリーン
ズ。試合は、1点を争う好ゲ
ームでしたが、惜しくも0対
2で優勝は逃しました。
全国大会は、8月5日～9日
に、福岡県福岡市で行われま
した。

6月11日・12日に八千代市
で行われた、全日本小学生男
女ソフトボール大会千葉県予
選で、松ケ丘小学校で活動し
ている子供会の選抜チームが
準優勝を果たし、全国大会へ
の切符を手にしました。
2回戦・準決勝と大差の完

6月14日、幕張メッセで交通安全こども自転車
千葉県大会が行われ、団体の部で小金小学校が2年
連続2回目の優勝。個人の部でも、6年生の出浦光
太郎さんが優勝し、2年連続で小金小学校の生徒
が優勝カップを手にしました。
小金小学校は、7月31日と8月1日に東京ビッグ
サイト等で行われた全国大会に、千葉県代表とし
て出場。各都道府県の代表188人が参加し、広い
会場の空気がピンと張りつめる中、選手たちは日
頃の練習成果を披露しました。
結果は、団体が7位入賞、個人は村上右京さん
が最高13位と、大健闘しました。

7月29日、ユーカリ交通公園で全国大会
に向けた公開練習が行われました。
練習でお世話になった交通公園の所長さ
んたちに、手作りの感謝状が手渡された後、
実際に自転車に乗って、練習が始まりまし
た。保護者の皆さんや、練習を指導した松
戸東警察のお巡りさんの目の前で、真剣な
眼差しの選手たち。練習の後で、「授業があ
る日は1・2時間で、夏休みに入ってからは、
お昼や休けいを入れて1日6時間ぐらい練習
しました。全国大会で優勝できるように頑
張ります」と抱負を話してくれました。

広報 2005年（平成17年）8月15日
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変化（へんか）朝顔を、ご存じ
でしょうか。とても朝顔とは思え
ない、珍しい形の花や葉をつけた、
朝顔のことを言います。
この朝顔の栽培は、江戸時代の
文化文政期に始められました。明
治時代の中頃には、人工交配を利
用した、より高度で系統だったも
のに発展しています。
その伝統を受け継いだ、変化朝
顔や大輪朝顔の鑑賞会を行います。

期日…8月22日豺～28日豸
時間…午前7時～9時
会場…金ケ作育苗圃
費用…無料
みどりと花の基金蕁345─

9846

※写真の朝顔は、9月4日豸ま
で佐倉市の国立歴史民俗博
物館で行われる「伝統の朝
顔」展で展示されます。

8月20日貍・21日豸午前10時
～午後9時〔小雨決行・雨天中止〕
会場JR馬橋駅西口駅前周辺と駅
前大通り（歩行者天国） 主なイ
ベント20日＝オープニングパレ
ード、灯籠（とうろう）流し、防
災体験、マツケンサンバ他　21日
＝子どもみこし、浅草サンバパ
レード、万灯みこし他　両日＝
坂川清流灯籠踊り、祝太鼓、ミニ

動物園、ミニSL（有料）他
風間蕁341─1653

9月1日貅午前11時～11時30分　会場健康福祉
会館（ふれあい22） 内容歌・日向野のりえ氏、
ピアノ・徳川まゆみ氏による童謡コンサート
※懐かしい童謡を、お子さんと一緒にお楽しみく
ださい。
健康福祉会館蕁383─0022

交通安全こども自転車大会

ソフトボールで全国大会出場

安全協会やユーカリ交通公園のスタッフが作った横断幕
の前で健闘を誓う選手たち

昨
年
の
灯
籠
流
し

全国大会一勝を目指して全国大会一勝を目指して 全国大会一勝を目指して 
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
今
年
で
十
周
年
を
迎

え
た
。
神
戸
市
で
被
災
し
た
小
学
生
の
詩
に
、

「
よ
み
が
え
れ
わ
が
街
」
と
名
付
け
て
作
曲
を
し

た
の
が
栗
山
紀
子
さ
ん
だ
。

「
…
み
ん
な
で
た
す
け
あ
っ
て
　
が
ん
ば
る
気

持
ち
　
み
ん
な
で
が
ん
ば
れ
ば
　
ま
た
も
と
の
ま

ち
に
も
ど
る
　
わ
た
し
は
そ
う
お
も
う
」

栗
山
さ
ん
は
、
震
災
の
翌
年
、
当
時
小
学
生
で

被
災
し
た
平
本
千
映
さ
ん
の
詩
に
出
会
っ
た
。
そ

し
て
、
こ
の
詩
に
曲
を
つ
け
、
テ
ー
プ
に
吹
き
込

み
、
平
本
さ
ん
が
通
う
神
戸
市
の
長
田
区
立
真
陽

小
学
校
に
送
っ
た
。「
大
変
な
思
い
を
し
た
だ
ろ

う
に
、
そ
れ
に
負
け
な
い
前
向
き
な
詩
に
惹
か
れ

ま
し
た
。
学
校
に
送
る
の
は
迷
っ
た
け
れ
ど
、
子

ど
も
た
ち
に
聴
い
て
欲
し
か
っ
た
」

作
曲
を
専
門
に
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た

が
、趣
味
で
習
っ
て
い
る
電
子
オ
ル
ガ
ン
を
使
い
、

浮
か
ん
で
き
た
メ
ロ
デ
ィ
で
曲
を
作
っ
た
。

テ
ー
プ
を
送
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
震
災

か
ら
二
年
後
、
真
陽
小
学
校
で
は
全
校
児
童
で
合

唱
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
曲

は
眠
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
。

震
災
十
周
年
を
前
に
し
て
、
何
か
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
と
考
え
て
い
た
栗
山
さ
ん
は
、
神
戸
市

で
震
災
十
周
年
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
を
募
集
し

て
い
る
の
を
見
つ
け
、
応
募
し
た
。
昨
年
十
二
月

に
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
栗
山
さ
ん
の
企
画

が
採
用
さ
れ
、
作
詩
を
し
た
平
本
さ
ん
が
震
災
当

時
に
書
い
た
詩
を
朗
読
し
、
今
の
気
持
ち
を
語
っ

た
。
そ
し
て
、
真
陽
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が

「
よ
み
が
え
れ
わ
が
街
」
を
合
唱
し
、
歌
声
は
再

び
神
戸
の
街
に
響
き
渡
っ
た
。

そ
の
後
、
一
月
に
栗
山
さ
ん
は
、
新
潟
県
中
越

地
震
で
被
災
し
た
小
千
谷
市
の
東
小
千
谷
小
学
校

と
、
同
校
を
間
借
り
し
て
い
る
東
山
小
学
校
を
訪

問
。
真
陽
小
学
校
の
児
童
と
平
本
さ
ん
か
ら
預
か

っ
た
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
、
栗
山
さ
ん
の
オ

ル
ガ
ン
の
伴
奏
に
合
わ
せ
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
歌
っ
た
。

神
戸
と
新
潟
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
通
し

て
、「
子
ど
も
た
ち
の
歌
声
か
ら
は
、
こ
ち
ら
も

パ
ワ
ー
を
も
ら
え
ま
す
。
遠
く
離
れ
た
二
つ
の
土

地
の
交
流
に
役
立
つ
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
」

と
話
す
栗
山
さ
ん
。

今
年
の
六
月
、
神
戸
を
訪
れ
、
新
潟
の
小
学
校

を
訪
問
し
た
時
の
様
子
を
、
真
陽
小
学
校
の
児
童

に
報
告
し
て
い
る
。

「
辛
い
時
、
悲
し
い
時
、
音
楽
は
人
に
元
気
を

与
え
て
く
れ
る
」
そ
う
し
て
、
作
ら
れ
た
曲
が
震

災
で
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
を
励
ま
し
、
元
気
を

与
え
た
。「
メ
ロ
デ
ィ
に
乗
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

す
ば
ら
し
い
詩
を
、
よ
り
多
く
の
人
に
紹
介
す
る

こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
良
い
詩
に

巡
り
会
い
た
い
」
栗
山
さ
ん
の
作
曲
へ
の
思
い
は

新
た
に
膨
ら
み
始
め
て
い
る
。

（
小
山
在
住
）

栗山　紀子さん
「よみがえれわが街」作曲者

昨年12月に神戸で開催されたイベ
ントでオルガンを弾く栗山さん

黄
糸
柳
葉
紅
渦
覆
輪
車
絞
采
咲

（
き
い
と
や
な
ぎ
ば
べ
に
う
ず
ふ
く

り
ん
く
る
ま
し
ぼ
り
さ
い
ざ
き
）

国立歴史民俗博物館提供




